
４月度支部役員会議事録 
日本建築学会近畿支部 

 

期 日：平成２９年４月１９日（水） １５：００～１７：３０ 

会 場：支部会議室Ⅱ (閲覧・会議室) 

出席者 門内支部長 

    常 議 員  遠 山、冨 島、平 川、藤 井 

          木 下、倉 田 

    支部監事   

    事 務 局  児 玉 

 

【審議事項】 

 （１）前回議事録(案)確認の件 

 事務局より役員各位へ事前に送付された議事録(案)の内容は、確認のうえ承認された。 

 

 （２）臨時総会後の支部活動報告会および４月度理事会に関する報告 

 ３月２１日(火)の臨時総会後に開かれた支部活動報告会において、支部長から2016年度

の活動を中心とした、在任中の２年間に亘る支部の活動報告についてパワーポイントを

用いて報告された。 

 ４月１２日(木)に開催された本部理事会については、支部長より報告が行われた。 

理事会の主な報告としては、「2017年日本建築学会大賞・学会賞・教育賞・著作賞・作

品選奨・奨励賞・文化賞の表彰業績の承認について」、「規程類の制定・改廃について」、

「通常総会（5月）の開催について」、「代議員定数の見直しについて」、「選挙の投票

方法について」、「新WEBサービスについて」、「2018年度大会開催会場について」、「第

18期代議員・役員候補者選挙結果報告」、「2017年日本建築学会作品選集新人賞報告」、

「JAABE Best Paper Award 2016について」、「国際委員会 グローバル人材育成事業に

ついて」などであった。 

 

 （３）支部報告 １．事業報告 

         ２．会計報告 

 事務局より報告があり、承認された。 

 平成28年度の会計決算では、資産取り崩しの予算額より若干ではあるが下回ることがで

きたことが事務局より報告された。 

 

 （４）平成２８年度事業報告の件 

 事務局より事業報告の原案について説明があった。なお、各役員において訂正・加筆部

分など気付いた点は事務局へ連絡することとして事業報告の内容は承認した。 

 

 



 （５）平成２９年度通常総会付随行事記念講演会について 

     「2017年日本建築学会大賞受賞者 － 楢崎正也氏(大阪大学名誉教授)」 

 支部長より、４月度本部理事会にて楢崎正也名誉教授の大賞受賞が承認された旨の報告

があった。 

 役員会の席上において、楢崎先生の大賞受賞記念講演会を開催することが認められた。 

 

 （６）通常総会（５月２４日）議事録署名捺印者３名選出の件 

 門内支部長および遠山常議員(庶務・会計常務幹事)、平川常議員(事業常務幹事)の３氏

が担当することとした。 

     【 事務連絡 】平川常議員が当日は海外出張のため欠席される連絡があった。 

            署名捺印は、総務・財務委員長の藤井常議員が担当することになった。 

 

 （７）総会および付随行事の役員役割分担の件 

 ５月２４日(水)の１６時から開催される通常総会、本会文化賞受賞者記念講演会、設計

競技入選者表彰式、当支部新人賞(作品)表彰式、長期法人・賛助会員感謝状贈呈式、懇

親会、作品展示等に関する各役員の役割分担について説明があった。 

 支部長より、各役員に対して当日の協力について依頼が述べられた。 

 

 （８）常議員 選挙開票結果の報告について 

 当支部選挙管理委員会の委員として出席した、木下常議員と藤井常議員より４月度常議

員会開催日の午前中に開票した次期役員選挙の結果について報告があった。 

 報告の内容については承認された。 

 

 （９）当支部創立70周年記念事業実行委員会の活動について 

 ４月４日に開催された第３回式典委員会の内容については、笹村常議員(70 周年式典委員

会副委員長)が欠席のあったため、報告書を用いて事務局から概要の報告があった。 

 記念講演会の内容については、支部長から笹村常議員に検討を要する点を直接に連絡す

ることにした。 

 70 周年記念シンポジウム委員会委員長の木下常議員から、委員会の進捗状況について口

頭で報告があった。 

 報告内容に関して出席役員より述べられた意見については、委員会に持ち帰って検討の

うえ対応することにした。 

 

 （10）(一財)日本建築総合試験所より委員推薦依頼の件 

 委員会名 コンクリート工事実務研修委員会 

 任  期 平成２９年４月１日から平成３１年３月３１日 

 現 委 員 大野 義照 氏（大阪大学名誉教授） －重任可－ 

 審議の結果、大野義照氏（大阪大学名誉教授）を委員留任として当支部から推薦するこ

ととした。 



 

 （11）(公社)兵庫県建築士会より評議員推薦依頼の件 

 組 織 名 兵庫県専攻建築士審査評議会 

 任  期 平成２９年４月１日から平成３１年３月３１日 

 現 委 員 藤谷 秀雄 氏（神戸大学大学院 教授） －重任可－ 

 審議の結果、藤谷秀雄氏（神戸大学大学院教授）を委員留任として当支部から推薦する

こととした。 

 

 （12）協賛名義借用依頼の件 

 協賛名義の借用依頼があった次の２件については承認した。 

① 地下水地盤環境・防災・計測技術に関するシンポジウム 

 期 日  １１月２日 

 会 場  関西大学 100周年記念会館 

 主 催  (公社)地盤工学会関西支部 

       地下水地盤環境に関する研究協議会 

 

② 地震防災フォーラム2017 

 期 日  ５月２９日 

 会 場  大阪市立総合生涯学習センター 

 主 催  関西地震観測研究協議会 

 

 （13）「まちつく２０１７」第１回会合(４月６日)の報告と相談事項 

 ８月５日(土)、６日(日)に開催される子ども対象事業の会合について、倉田常議員(当支部

親と子の都市と建築教室拡大実行委員会 副委員長)から報告があった。 

 倉田常議員からは、当支部創立70周年記念事業の関連行事に位置付けて開催するととも

に、昨年の本会創立130周年記念事業の時と同様に、記念の缶バッチを作成して参加した

子どもたちに配ることが提案された。 

 缶バッチのデザインは、倉田常議員およびまちつく実行委員会の関係者などとともに作

成することになった。 

 缶バッチの作成費は１万円以内とすることが確認され、関連行事として承認された。 

 

 （14）支部事務所の家賃見直しの件 

 大阪科学技術センター(家主)と相談した結果、平成29年度以降の賃料は年間総額で63万

円ほど引き下げをすることが事務局から報告された。 

 事務所に掛かる経費は、520万円から460万円程度になることが合わせて報告された。 

 

 （15）互光建物管理、神戸まちづくり公社の退会申し出について 

 ２団体から法人(賛助)会員を退会する申し出があり、承認することとした。 

 



 （16）５月１８日(木)の日本建築材料協会の講演会および懇親会への代理出席について 

 支部長から出席の役員に対し、代理出席の依頼が述べられた。 

 役員の都合が合わないため、当支部からは欠席することにした。 

 

 （17）その他 

   ①渡辺支部監事の所属先(広島県)移動に伴う支部監事と70周年記念委員について 

    ※所属支部は、近畿支部のままとなります。 

 当支部の所属会員に変更はないため、支部役員であることから従前に倣い可能な限り、

役員会には出席していただくことにした。 

 当支部創立70周年記念事業実行委員会式典委員会の委員については、同じ勤務先で新任

の役員(常議員)候補者に交代される方向で調整中であることが事務局から報告があった。 

 

 

【報告事項】 

 （１）当支部研究発表会プログラム編成会議(３月２２日)終了報告 

 １０時から開催された研究発表会プログラム編成会議の終了に伴い、木下常議員（当支

部学術幹事会副常務幹事）および担当した常議員学術幹事から報告があった。 

 今回の応募題数は、４２２題であった。 

 

 （２）第７１回卒業設計コンクール審査結果(４月１２日、１４日)の報告 

 事務局より、大学の部３点、短大・高専・専修学校の部３点、工業高校の部１点を入賞

作品とする審査会からの報告があり承認された。 

なお、例年どおり｢建築雑誌｣への入賞者等の発表、審査報告書の作成および支部ホーム

ページに作品の一部を加えた結果報告を掲載するとの説明が事務局からあった。 

 

 （３）３月１５日(水)、１７日(金)に開催した支部主催事業の収支報告の件 

 当支部主催事業として開催された２件のシンポジウムの収支については、事務局より合

わせて６３万円程度の収益があったことが収支明細書を用いて報告された。 

 

 （４）当支部通常総会の委任状について 

 役員の所属先に在籍する本会会員に、支部事務局へ委任状を届けるよう指示していただ

きたい旨の依頼が事務局から役員に述べられた。 

以上 

 


